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キュンチョメ
2011年東京都にて結成
東京都拠点
ホンマエリとナブチの男女二人によって結成されたアートユニット。自
らの嗅覚と欲望に従って国内外各地に中長期にわたり滞在し、行為（アク
ション）、リサーチ、インタビュー、映像制作を繰り返しながら、その土
地の最もコアな現実に切り込んでいくスタイルで活動している。これまで
福島、石巻、沖縄、香港、ベルリンなど、社会の分断を抱えた地域での
活動を、主に映像インスタレーションとして発表。科学や論理を超えてな
お人々が信じようとする「現代の信仰」の対象を探り、そこに渦巻く感情
や真実をあぶり出す作品群は、加害者と被害者、当事者と非当事者、善
と悪の境界線を揺さぶり、詩的かつユーモラスに異次元へと昇華させる。

主な作品発表・受賞歴
2018  江陵国際ビエンナーレ2018
 「The Dictionary of Evil」江陵（韓国）
2017 Reborn-Art Festival 2017、宮城
2016 個展「暗闇でこんにちは」駒込倉庫、東京

Selected Works & Awards
2018  Gangwon International Biennale 

2018: The Dictionary of Evil, Gangwon, 
South Korea

2017  Reborn-Art Festival 2017, Miyagi, 
Japan

2016  Hi in the darkness (solo), Komagome 
Soko, Tokyo, Japan

Kyun-Chome
Formed 2011 in Tokyo, Japan
Based in Tokyo, Japan

Kyun-Chome is an artist unit comprised of the female-male duo Eri 
Homma and Nabuchi. Acting on their keen senses and curiosity, they 
conduct mid- to long-term residencies in various locations both at 
home and abroad, performing repeated research, interviews, video 
creations, and a series of "acts" in order to dig deep into the core of 
the reality of a particular place. They have created work, mainly in the 
form of video installation, in socially divided areas such as Fukushima 
Prefecture, Ishinomaki City, and Okinawa Prefecture, as well as in 
Hong Kong and Berlin. Kyun-Chome investigates the object of modern 
faith, which people seek out despite its transgressions of science and 
logical reasoning. Realized by way of unveiling this faith's underling 
emotions and truth, their body of work blurs the boundaries between 
perpetrator and victim, parties involved and disinterested, and good 
and evil, poetically and humorously sublimating them.

クリケットは英国発祥の球技で、野球の原型と言われるスポー
ツだ。現在も主にイギリスの旧植民地国で盛んにプレーされ、
サッカーに続き世界で二番目に競技人口の多いスポーツである。

そんな世界的な大人気スポーツも、日本では全くといっていい
ほど知られていない。私も一年ほど前に制作で愛知を訪れるま
では、クリケットというスポーツがこの世に存在することすら
知らなかった。しかし実は愛知県はクリケットが盛んに行われ
ている日本では珍しい地域の一つである。なんと愛知県内だけ
で20近くのクリケットクラブがあるのだそうだ。メンバーはほ
ぼ全員が外国人で、旧イギリス植民地領出身の人が大半を占め
る。愛知県は総人口における外国人比率が全国で二番目に高い
ことで知られているが、クリケットラバーズな彼らは中古車販
売を生活の糧にしていることが多く、独自のコミュニティをもっ
ている。例えば、在日インド、パキスタン、スリランカ人は、
お互いの言語を理解できないけれど、全員クリケットができる
ので、草むらの上で友達になれるのだそうだ。

「クリケットが好きなんですか？」愛知で出会ったあるパキスタ
ン人に質問をすると目を爛々と輝かせ、こう答えた。「僕の人生
には3つの大切なものがある、一番目はアッラー、二番目がク
リケット、三番目が食事さ」
クリケット、なんと二番目である。アッラーに続く大切なもの
だということは、それはだいぶ心の底から愛されているという
ことなのだろう。続けて彼はこう言う。「クリケットは誰にだっ
てできるし、誰だって歓迎だよ。クリケットを知っていたら、
絶対みんな仲間に入れてくれるよ」

“クリケットを知っていたら”という言葉はとても重要で、知ろ
うとする態度こそが鍵になるということだ。私はクリケットを
知りたいと思った。だけどそれは新しいスポーツを知りたいの
ではない。彼らの愛するものを知りたいのだ。それはつまり、
未知なる愛を知るということに他ならない。

今日、私たちはこの場所で、見慣れない太く平たいバッドを握
ることになる。助走をつけて水面をかくように腕を動かしてボー
ルを投げることになる。それはきっと、ほとんどの人にとって
不慣れな行為のはずだ。でも上手くやる必要も、ルールを頭に
叩き込む必要もない。そのかわり、ティーを飲んで、話をして、
お祈りをしよう。今日、私たちは愛を習うのだ。




